
特
集
・
横
浜
の
地
下
⑥

地
下
の
土
木
工
事

立
神
　
孝

概
要

　
首
都
高
速
道
路
横
羽
線
は
、
横
浜
市
中
区
新

山
下
か
ら
東
京
都
大
田
区
羽
田
に
至
る
延
長
一

五
・
七
㌔
㍍
の
自
動
車
専
用
道
路
で
、
京
浜
間

の
交
通
需
要
に
対
応
す
る
重
要
な
役
割
を
果
し

て
い
る
。

　
横
浜
の
中
心
部
は
都
心
業
務
機
能
と
港
湾
機

能
が
一
体
と
な
り
、
業
務
交
通
と
貨
物
流
動
が

錯
そ
う
し
、
著
し
い
交
通
渋
滞
を
来
た
す
と
と

も
に
、
経
済
活
動
を
圧
迫
し
て
い
る
。

　
横
羽
線
は
昭
和
四
十
三
年
に
羽
田
東
神
奈
川

間
一
三
・
七
㌔
㍍
が
開
通
し
て
以
来
昭
和
四
十

七
年
に
は
横
浜
駅
ま
で
、
昭
和
五
十
三
年
三
月

に
は
、
市
中
心
部
の
横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム
ま
で
が

完
成
し
、
横
羽
線
の
供
用
延
長
は
一
九
・
四
㌔

お
り
、
埋
立
地
に
は
ビ
ル
計
画
を
含
め
た
埋
立

免
許
申
請
が
民
間
か
ら
出
さ
れ
て
い
た
。
ま
た

湘
南
台
・
関
内
間
の
地
下
鉄
一
号
線
が
吉
田
川

に
、
本
牧
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
間
の
地
下
鉄
三

号
線
が
派
大
岡
川
に
計
画
さ
れ
て
い
た
。
こ
の

こ
と
か
ら
当
初
高
速
道
路
は
派
大
岡
川
部
で
は

ビ
ル
の
上
を
走
る
こ
と
も
検
討
さ
れ
た
。

・
高
架
か
ら
地
下
へ

㍍
に
達
し
、
ま
た
横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム
の
ラ
ン
プ

か
ら
出
入
す
る
交
通
量
は
一
日
約
三
万
八
千
台

と
な
り
、
本
市
産
業
経
済
に
多
大
の
貢
献
を
し

て
い
る
。
横
羽
線
は
東
神
奈
川
か
ら
羽
田
ま
で

を
一
期
、
新
山
下
か
ら
東
神
奈
川
間
を
二
期
と

称
し
て
い
る
。

　
こ
の
二
期
線
が
昭
和
四
十
三
年
に
山
下
橋
ま

で
都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
時
は
、
三
菱
横
浜
造

船
所
を
通
り
、
国
鉄
東
横
浜
駅
（
桜
木
町
駅
裏

の
貨
物
駅
）
か
ら
大
岡
川
上
空
を
経
て
、
派
大

岡
川
を
通
り
山
下
橋
に
至
る
全
線
高
架
で
あ
っ

た
。

　
当
時
派
大
岡
川
は
大
岡
川
分
水
路
計
画
（
日

野
川
、
大
岡
川
の
上
流
地
域
洪
水
量
を
中
途
カ

ッ
ト
し
磯
子
区
寿
町
で
根
岸
湾
へ
放
流
す
る
）

に
合
せ
て
吉
田
川
と
共
に
埋
立
構
想
が
進
ん
で

　
昭
和
四
十
三
年
二
月
神
奈
川
都
市
計
画
地
方

審
議
会
は
、
「
都
心
部
に
お
い
て
国
鉄
根
岸
線

の
高
架
橋
の
上
を
さ
ら
に
越
え
て
高
架
道
路
が

建
設
さ
れ
る
こ
と
は
都
市
の
美
観
を
そ
こ
ね
る

も
の
で
あ
り
、
事
業
実
施
に
当
っ
て
構
造
上
の

再
検
討
を
す
る
こ
と
」
と
さ
れ
た
。
都
市
の
美

一
―
概
要

二
―
高
架
か
ら
地
下
へ

三
―
都
心
部
ル
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

四
―
計
画
の
具
体
化
に
あ
た
っ
て
の
問
題
点

五
―
高
速
道
路
地
下
化
へ
の
計
画
決
定
と

　
　
設
計
概
要

六
―
工
事
。
の
概
要

七
―
地
下
施
設
の
防
災
関
係
施
設

八
―
最
後
に

観
を
そ
こ
ね
る
と
し
て
問
題
に
さ
れ
た
の
は
、

次
の
よ
う
な
た
め
で
あ
る
。

①
国
鉄
東
横
浜
駅
か
ら
大
岡
川
上
空
を
通
る
が

こ
の
う
ち
弁
天
橋
大
江
橋
間
は
川
幅
が
四
〇
㍍

か
ら
五
○
㍍
あ
り
、
川
中
に
脚
柱
を
立
て
ら
れ

な
い
。
こ
の
た
め
両
岸
か
ら
脚
柱
を
立
て
て
幅

員
一
八
㍍
の
高
速
道
路
を
支
え
る
形
は
構
造
的

に
も
非
常
に
大
き
な
も
の
と
な
り
、
美
観
上
好

ま
し
く
な
い
。

②
大
岡
川
を
横
断
し
て
根
岸
線
が
派
大
岡
川
に

沿
っ
て
高
架
で
通
っ
て
お
り
、
こ
の
構
造
自
体

都
市
美
か
ら
好
ま
し
く
な
く
、
さ
ら
に
こ
の
上

を
高
速
道
路
が
越
え
る
の
は
さ
ら
に
問
題
で
あ

る
。

③
派
大
岡
川
に
は
根
岸
線
が
高
架
で
走
っ
て
お

り
こ
れ
に
並
行
し
て
高
架
高
速
道
路
が
建
設
さ
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図―１　桜木町五重交差工事の見取図れ
る
と
都
心
部
に
万
里
の
長
城
が
で
き
る
。

④
石
川
町
駅
付
近
で
根
岸
線
を
越
え
て
山
下
橋

に
至
る
こ
と
に
な
り
二
回
も
国
鉄
を
越
え
た
高

い
構
造
物
を
つ
く
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
問
題
に
対
処
す
る
た
め
に
は
高

速
道
路
の
ル
ー
ト
を
変
更
す
る
か
、
地
下
に
入

れ
る
か
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
ル
ー
ト
に
つ
い

て
は
海
岸
ル
ー
ト
が
既
に
否
定
さ
れ

て
い
る
の
で
、
地
下
に
つ
い
て
の
検

討
作
業
に
入
っ
た
。

三

都
心
部
ル
ー
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

　
都
心
部
高
速
道
路
の
地
下
化
は
、

道
路
計
画
、
地
下
鉄
計
画
、
再
開
発

計
画
、
河
川
計
画
等
に
大
き
な
影
響

を
与
え
、
市
内
外
の
関
係
機
関
の
間

で
も
大
き
な
議
論
を
巻
き
起
こ
し

た
。

①
派
大
岡
川
は
再
開
発
計
画
、
地
下

鉄
三
号
線
、
高
速
道
路
計
画
が
重
複

し
て
い
た
が
、
再
開
発
計
画
は
廃
止

と
な
り
、
地
下
鉄
三
号
線
は
国
道
十

六
号
に
変
り
、
派
大
岡
川
は
高
速
道

路
と
都
市
計
画
街
路
山
下
長
津
田
線

が
地
下
及
び
地
表
に
入
る
こ
と
に
な

っ
た
。

②
吉
田
川
は
地
下
鉄
一
号
線
、
高
速

道
路
計
画
、
大
通
り
公
園
計
画
が
重

複
し
て
い
た
が
。
高
速
道
路
は
中
村
川
ル
ー
ト

に
変
り
、
地
下
鉄
一
号
線
と
大
通
り
公
園
を
入

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

③
大
岡
川
の
大
江
橋
上
流
で
高
速
道
路
と
地
下

鉄
三
号
線
が
交
差
し
て
通
る
こ
と
に
な
っ
た

が
大
岡
川
の
計
画
河
床
を
二
㍍
上
げ
（
浅
く
す

る
）
、
一
方
の
中
村
川
の
計
画
河
床
を
下
げ
る

よ
う
河
川
計
画
を
変
更
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で

き
た
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
が
全
体
的
に
解
決
す
る
に
は

昭
和
四
十
三
年
か
ら
四
十
五
年
の
高
速
中
央
線

が
中
村
川
ル
ー
ト
で
都
市
計
画
決
定
さ
れ
る
ま

で
の
約
二
年
間
を
要
し
た
。

計
画
の
具
体
化
に
あ
た
っ
て
の

問
題
点

　
派
大
岡
川
に
地
下
で
高
速
道
路
を
入
れ
る
こ

と
に
つ
い
て
の
技
術
的
問
題
は
お
よ
そ
次
の
よ

う
な
事
が
あ
っ
た
。

　
派
大
岡
川
の
川
幅
は
約
三
〇
㍍
あ
り
両
側
の

道
路
を
加
え
る
と
五
〇
な
い
し
六
〇
㍍
と
な

り
、
こ
れ
だ
け
の
幅
が
あ
れ
ば
幅
員
一
八
㍍
の

高
速
道
路
を
二
一
な
い
し
一
〇
㍍
の
深
さ
で
建

設
す
る
こ
と
は
、
。
工
事
用
地
と
し
て
は
恵
ま
れ

て
い
る
　
０
し
か
し
地
質
は
三
〇
㍍
以
上
の
深
さ

に
わ
た
っ
て
軟
弱
な
ヘ
ド
ロ
層
が
あ
り
、
か
つ

高
架
の
国
鉄
根
岸
線
が
近
接
し
て
走
っ
て
い
る

の
で
、
こ
れ
ら
の
対
策
に
つ
い
て
は
実
績
を
も

っ
だ
工
法
は
開
発
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　
大
岡
川
を
横
断
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の

問
題
点
が
あ
っ
だ
。

①
国
鉄
根
岸
線
の
脚
柱
は
三
〇
㍍
以
上
の
ヘ
ド

ロ
の
中
に
立
っ
て
お
り
、
電
車
運
行
に
支
障
な

し
に
工
事
が
で
き
る
か
。

②
地
下
鉄
は
シ
ー
ル
ド
工
事
と
な
る
が
、
高
速

道
路
は
幅
員
が
広
い
の
で
開
削
工
法
に
な
り
、

こ
の
二
つ
の
工
法
が
河
底
で
ど
の
よ
う
に
立
体

交
差
で
き
る
か
。

③
大
江
橋
及
び
弁
天
橋
は
既
に
老
朽
化
し
て
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
架
換
計
画
が
進
行
し
て
お
り
、

高
速
道
路
を
地
下
に
入
れ
る
こ
と
に
ょ
り
、
工

程
の
調
整
に
よ
り
困
難
な
点
が
生
じ
た
。

④
国
鉄
東
横
浜
駅
構
内
の
縁
端
部
を
通
る
場
合

高
架
で
あ
れ
ば
線
路
及
び
ト
ラ
ッ

障
を
与
え
る
度
合
は
少
な
い
が
、
地
下
工
事
に

な
る
と
、
駅
機
能
へ
の
影
響
は
増
大
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
た
。高

速
道
路
地
下
化
へ
の
計
画

決
定
と
設
計
概
要

　
高
速
道
路
を
地
下
に
す
る
た
め
に
生
ず
る
数

々
の
問
題
を
は
ら
み
な
が
ら
高
架
の
計
画
決
定

か
ら
一
年
後
、
昭
和
四
十
四
年
五
月
、
地
下
ル

ー
ト
で
都
市
計
画
変
更
が
な
さ
れ
た
。

　
こ
の
区
間
の
工
事
が
特
筆
さ
れ
る
の
は
、
市

街
地
に
お
け
る
五
重
交
差
の
特
異
性
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。

　
大
岡
川
と
い
う
二
級
河
川
を
中
心
に
し
て
地

下
に
高
速
横
羽
線
、
さ
ら
に
そ
の
下
に
地
下
鉄

三
号
線
が
、
地
上
に
は
大
岡
川
を
渡
る
国
道
一

六
号
大
江
橋
の
架
換
工
事
と
こ
れ
に
並
行
す
る

桜
川
橋
の
新
設
工
事
が
あ
り
、
さ
ら
に
国
鉄
根

岸
線
が
こ
れ
ら
と
交
差
し
て
走
っ
て
い
る
わ
け

で
、
既
存
の
三
重
交
差
（
根
岸
線
、
大
江
橋
、

大
岡
川
）
に
さ
ら
に
二
重
交
差
が
加
わ
っ
た
わ
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図―２　桜木町五重交差工事の平面図と断面図

　
結
果
と
し
て
は
、
大
岡
川
左
岸
の
道
路
敷
内

で
高
速
道
路
と
地
下
鉄
を
上
下
一
体
構
造
と
し

て
築
造
す
る
こ
と
と
し
、
大
岡
川
を
横
断
す
る

地
下
鉄
は
シ
ー
ル
ド
に
す
る
こ
と
と
な
り
、
ま

た
ゴ
ー
ル
デ
ン
セ
ン
タ
ー
の
駅
舎
は
改
造
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

け
で
あ
る
。

①
大
江
橋
左
岸
下
流
か
ら
根
岸
線
下
の
国
道
一

六
号
を
横
断
し
、
大
江
橋
左
岸
上
流
か
ら
斜
め

に
大
岡
川
を
横
断
し
、
派
大
岡
川
に
入
る
二
二

七
肩
の
区
間
で
、
掘
さ
く
し
た
土
砂
の
量
は
約

八
万
立
方
肩
、
打
設
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
量

は
約
二
万
五
千
立
方
皆
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
点

は
大
岡
川
が
洪
水
河
川
の
た
め
、
渇
水
期
の
十

　
一
月
か
ら
翌
年
の
五
月
ま
で
の
七
ヵ
月
間
だ
け

川
幅
の
半
分
を
締
切
り
工
事
が
認
め
ら
れ
、
そ

の
他
の
期
間
は
河
川
内
の
工
事
が
で
き
な
い
。

②
根
岸
線
は
三
〇
肩
以
上
の
ヘ
ド
ロ
層
の
中
に

立
っ
て
お
り
、
接
近
工
事
に
よ
り
電
車
運
行
に

支
障
の
生
ず
る
影
響
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
で
根
岸
脚
柱
を
囲
い
変
位

を
生
じ
さ
せ
な
い
工
法
が
必
要
で
あ
る
。

③
地
下
鉄
三
号
線
と
高
速
道
路
の
上
下
関
係
に

つ
い
て
は
、
桜
木
町
ゴ
ー
ル
デ
ン
セ
ン
タ
ー
地

下
に
駅
舎
が
で
き
て
お
り
、
地
下
鉄
を
上
と
す

る
必
要
性
も
あ
っ
た
。
一
方
高
速
道
路
を
地
下

鉄
の
下
に
す
る
と
、
地
下
鉄
に
比
べ
て
倍
以
上

の
幅
の
構
造
物
を
河
川
下
に
建
設
す
る
こ
と
に

な
り
、
技
術
的
に
困
難
で
あ
る
。
地
下
鉄
を
下

に
す
る
こ
と
に
よ
る
問
題
は
前
後
の
駅
舎
位
置

か
ら
地
下
鉄
の
制
限
勾
配
を
越
え
る
こ
と
に
あ

る
の
で
、
こ
の
対
策
と
し
て
大
岡
川
計
画
河
床

を
二
肩
上
げ
、
ま
た
川
底
と
高
速
道
路
構
造
物

と
の
離
れ
を
最
小
の
一
㍍
に
す
る
と
七
等
が
、

河
川
管
理
者
で
あ
る
神
奈
川
県
の
協
力
を
得
る

こ
と
が
で
き
た
。

工
事
の
概
要

　
桜
木
町
駅
前
は
市
内
で
も
最
も
交
通
量
の
多

い
交
差
点
の
一
つ
で
あ
り
、
昭
和
四
十
六
年
に

は
国
道
一
三
三
号
線
は
一
日
三
万
五
千
台
、
国

道
一
六
号
は
一
日
六
万
台
に
達
し
て
い
た
。
こ

の
交
通
を
切
り
廻
し
た
が
ら
地
下
構
造
物
を
築

造
す
る
に
は
、
土
留
杭
を
打
ち
込
み
、
路
面
覆

工
板
を
設
け
、
地
上
交
通
に
支
障
な
く
地
下
で

工
事
が
で
き
る
ま
で
に
、
八
回
の
交
通
切
り
廻

し
に
よ
り
、
仮
設
工
の
作
業
帯
の
確
保
が
必

要
で
あ
っ
た
。
弁
天
橋
、
大
江
橋
の
架
け
換
え

は
、
先
に
大
江
橋
を
架
け
換
え
、
次
に
高
速
道

路
と
し
、
弁
天
橋
は
最
後
と
な
っ
た
。

①
―
地
下
鉄
と
の
交
差

　
大
岡
川
左
岸
の
大
江
橋
上
流
部
は
一
部
埋
立

て
て
河
川
幅
を
狭
め
て
お
り
、
こ
の
区
域
で
地

下
鉄
と
高
速
道
路
が
交
差
し
た
。
地
下
鉄
は
こ

こ
で
深
さ
二
七
肩
と
最
も
深
く
な
｀
り
、
前
後
は

シ
ー
ル
ド
と
な
る
た
め
上
下
線
の
間
が
離
れ
て

お
り
、
こ
の
間
は
機
械
室
と
し
て
使
わ
れ
た
。

さ
ら
に
高
速
道
路
の
上
は
同
様
に
換
気
室
換
気
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図―3　逆巻工法順序図塔
と
一
体
構
造
と
す
る
。

　
施
工
　
鋼
管
矢
板
の
土
留
締
切
を
行
い
、
切

梁
を
設
置
し
な
が
ら
掘
さ
く
を
進
め
、
高
速
道

路
躯
体
を
先
に
築
造
し
、
そ
の
下
で
一
気
圧
の

庄
力
を
加
え
て
深
所
作
業
に
よ
り
生
ず
る
周
辺

か
ら
の
土
圧
・
水
圧
に
よ
る
侵
水
、
土
砂
（
ヘ

ド
ロ
）
の
崩
壊
を
防
ぎ
な
が
ら
掘
さ
く
を
行

い
。
逆
巻
き
工
法
（
地
下
構
造
物
を
地
表
に
近

い
方
か
ら
先
に
築
造
す
る
）
で
地
下
鉄
躯
体
を

築
造
し
た
。
こ
の
工
法
に
よ
り
切
梁
の
盛
り
替

え
が
簡
単
に
な
り
、
安
全
な
進
捗
が
は
か
ら
れ

た
。
な
お
圧
気
に
よ
り
高
速
道
路
の
躯
体
が
持

ち
上
げ
ら
れ
な
い
よ
う
土
砂
を
埋
め
戻
す
必
要

が
あ
っ
た
。

図一４　国鉄橋脚近接工婁　
地
下
鉄
は
こ
の
後
尾
上
町
駅
側
か
ら

シ
ー
ル
ド
を
発
進
し
、
大
岡
川
下
を
通

こ
れ
ら
を
七
ヵ
月
間
で
完
成
す
る

こ
と
は
不
可
能
と
な
っ
た
の
で
、

急
拠
締
切
内
に
高
さ
三
・
四
㍍
、

幅
一
三
・
七
㍍
の
鉄
製
の
樋
を
設

置
し
て
こ
れ
に
通
水
し
、
必
要
か

河
川
断
面
を
確
保
し
た
。
な
お
躯

体
は
九
月
中
旬
に
よ
う
や
く
完
成

す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
河
川

断
面
内
の
仮
設
構
造
物
を
撤
去
し

上
床
版
下
の
掘
さ
く
と
切
梁
設
置

を
交
互
に
進
め
て
下
床
版
を
構
築

し
切
梁
を
撤
去
七
た
後
、
側
壁
、

中
背
の
構
築
を
行
っ
た
。

大
岡
川
右
岸
側
の
締
切
を
引
続

き
同
様
工
法
で
施
行
し
、
派
大
岡

り
土
留
鋼
管
矢
板
を
切
断
し
て
こ
の
部
分
を
突

き
抜
け
て
、
桜
木
町
駅
に
到
達
し
た
。

②
―
大
岡
川
横
断
部

　
前
述
し
た
よ
う
に
大
岡
川
は
半
分
ず
つ
に
分

け
て
ニ
カ
年
の
渇
水
期
で
施
工
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
工
事
は
大
岡
川
左
岸
側
の
半
川
締
切

を
鋼
管
矢
板
及
び
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
連
続
地

中
壁
工
法
に
よ
り
施
工
し
、
こ
の
中
で
ま
ず
河

底
に
い
ち
ば
ん
近
い
躯
体
の
上
床
版
と
、
こ
の

上
床
版
上
か
ら
立
ち
上
が
る
桜
川
橋
の
左
岸
橋

台
と
橋
脚
を
築
造
す
る
。
橋
台
は
大
岡
川
の
護

岸
と
な
り
、
橋
脚
は
右
岸
側
工
事
を
す
る
と
き

の
止
水
壁
の
役
目
を
も
た
せ
る
も
の
で
あ
る
。

け
、
設
計
、
施
工
に
伴
う
諸
問
題
、
施
工
中
の

各
種
計
測
結
果
に
対
す
る
判
断
、
以
後
の
施
工

方
針
な
ど
が
討
議
さ
れ
た
。
こ
れ
に
基
づ
き
鋼

管
矢
板
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
中
詰
め
し
て
土
圧

に
よ
る
変
形
を
防
ぎ
、
大
規
模
な
ヘ
ド
ロ
掘
さ

く
と
な
る
た
め
ケ
ミ
コ
パ
イ
ル
（
ア
ー
オ
ー
ガ

ー
で
あ
け
た
孔
に
生
石
灰
を
填
充
し
。
ヘ
ド
ロ
中

の
水
分
と
生
石
灰
の
水
和
作
用
に
よ
り
地
盤
改

良
を
行
う
）
を
使
用
し
た
。
掘
さ
く
は
一
工
区

二
五
〇
㍍
を
六
分
割
し
て
、
掘
さ
く
構
築
を
行

っ
た
。

　
国
鉄
根
岸
線
の
構
造
物
に
は
、
傾
斜
、
沈
下

変
位
の
た
め
の
計
器
を
設
置
し
、
こ
れ
と
鋼
管

矢
板
等
の
仮
設
構
造
物
に
設
置
し
た
計
器
を
常

時
観
測
し
な
が
ら
、
安
全
性
を
確
認
し
な
が
ら

施
工
し
た
。

　
派
大
岡
川
埋
立
部
の
紆
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
は

平
面
道
路
の
山
下
長
津
田
線
（
派
大
岡
川
道
路
）

と
同
時
施
工
で
あ
り
、
土
木
工
事
は
四
十
六
年

か
ら
五
十
二
年
ま
で
長
期
間
を
要
し
た
。

地
下
施
設
の
防
災
関
係
施
設

③
―
派
大
岡
川
部
工
事

　
派
大
岡
川
は
昭
和
四
十
六
年
か
ら
埋
立
て
を

始
め
、
高
速
道
路
躯
体
は
半
地
下
構
造
で
大
岡

川
か
ら
分
れ
た
位
置
で
は
深
さ
二
一
㍍
に
達
し

て
い
る
。
こ
の
柳
橋
か
ら
花
園
橋
の
間
を
並
行

し
て
い
る
根
岸
線
の
橋
脚
は
、
ウ
ェ
ル
基
礎
で

あ
る
が
岩
着
し
て
お
ら
ず
、
ペ
デ
ス
タ
ル
杭
を

使
用
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
接
近
し
て
工
事

を
行
う
と
こ
の
橋
脚
が
傾
き
、
電
車
運
行
に
危

険
が
生
ず
る
’
こ
と
が
当
然
予
想
さ
れ
た
。
こ
の

た
め
国
鉄
、
‐
建
設
省
、
東
京
都
、
横
浜
市
、
公

団
及
び
請
負
業
者
に
よ
り
「
派
大
岡
川
筋
国
鉄

橋
脚
近
接
工
事
に
関
す
る
研
究
委
員
会
」
を
設

　
地
下
区
間
は
延
長
三
三
〇
㍍
と
比
較
的
短
い

が
、
大
岡
川
の
川
底
を
通
り
、
国
鉄
根
岸
線
、

市
街
中
心
地
と
い
う
周
辺
地
域
の
環
境
を
考
え

て
、
万
全
の
。
対
策
を
要
し
だ
。

①
―
桜
木
町
換
気
所

　
地
下
区
間
の
排
ガ
ス
に
よ
る
大
気
汚
染
を
防

ぎ
火
災
時
の
排
煙
を
強
制
排
気
す
る
た
め
、
大
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川
埋
立
部
に
接
続
し
た
。
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江
橋
左
岸
下
流
に
読
売
新
聞
ビ
ル
と
並
ん
で
地

下
一
階
地
上
六
階
建
て
の
換
気
所
を
設
け
た
。

②
―
排
水
設
備

　
地
下
半
地
下
部
延
長
二
・
五
キ
ロ
メ
ー
小
ル

を
対
称
と
し
た
桜
木
町
、
桜
川
橋
、
花
園
橋
に

地
下
ポ
ン
プ
室
を
設
け
、
大
岡
川
、
中
村
川
に

排
水
す
る
。

③
―
防
災
施
設

　
地
下
・
半
地
下
部
一
・
八
キ
μ
メ
ー
ト
ル
を

対
象
に
各
種
の
防
災
設
備
を
設
け
た
。

　
自
動
火
災
感
知
器
　
五
四
力
所

　
モ
ニ
タ
ー
テ
レ
ビ
　
二
台
　
　
　
　
　
ド

　
非
常
電
話
　
九
六
挺
間
隔

　
手
動
通
報
押
釦
　
四
八
挺
間
隔

　
泡
消
火
設
備
　
　
四
八
挺
間
隔

　
消
火
器
　
　
　
　
四
八
挺
間
隔

　
避
難
階
段
‘
　
　
入
力
所

　
避
難
誘
導
及
び
緊
急
放
送
は
地
下
半
地
下
で

は
電
波
が
届
か
な
い
の
で
、
緊
急
放
送
及
び
ラ

ジ
オ
再
放
送
を
共
同
使
用
す
る
漏
洩
同
軸
ケ
ー

ブ
ル
を
設
置
し
、
車
内
ラ
ジ
オ
で
聞
け
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
「
ト
ン
ネ
ル
内
危
険
物
積
載
車
両
通
行

止
め
」
が
規
制
さ
れ
て
い
る
。

最
後
に

　
計
画
か
ら
設
計
、
施
工
、
管
理
に
数
多
く
の

問
題
解
決
を
要
し
か
つ
莫
大
な
事
業
費
を
必
要

と
し
た
こ
の
横
羽
線
も
、
既
に
使
用
後
一
年
以

上
を
経
過
し
、
現
在
は
こ
れ
に
も
ま
し
て
困
難

な
元
町
付
近
の
工
事
と
、
石
川
町
で
根
岸
線
の

間
を
通
り
抜
け
る
工
事
が
進
ん
で
い
る
。
こ
の

十
年
間
、
国
、
県
、
市
、
公
団
そ
の
他
関
係
者

の
非
常
な
努
力
を
さ
れ
た
方
々
の
顔
が
去
来
す

る
。
今
後
こ
れ
ほ
ど
多
数
の
関
係
者
が
一
致
協

力
で
き
る
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ま
た
で
て

く
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　
　
〈
道
路
局
街
路
建
設
部
高
速
道
路
課
長
〉
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（
三
七
頁
か
ら
続
く
）

条
二
項
も
新
設
さ
れ
、
区
分
地
上
権
設
定
の
目

的
、
存
続
期
間
、
地
代
と
そ
の
支
払
時
期
の
他

設
定
範
囲
、
土
地
使
用
の
制
限
の
有
無
を
登
記

内
容
と
し
た
。

(
2
)
　
地
下
使
用
に
対
す
る
補
償

　
公
共
用
地
の
取
得
に
あ
た
っ
て
各
起
業
者
間

の
損
失
補
償
の
項
目
、
内
容
、
手
法
等
の
統
一

と
適
正
化
を
図
る
た
め
、
昭
和
三
十
七
年
に

　
「
公
共
用
地
の
取
得
に
伴
う
損
失
補
償
基
準
要

綱
」
を
閣
議
決
定
し
た
。
横
浜
市
に
お
い
て
も

昭
和
四
十
三
年
に
「
横
浜
市
の
公
共
用
地
取
得

等
に
伴
う
損
失
補
償
基
準
規
程
」
を
制
定
し
、

事
業
の
円
滑
な
遂
行
と
損
失
の
適
正
な
補
償
の

確
保
を
図
っ
て
い
る
。

　
規
程
に
よ
れ
ば
、
地
下
の
使
用
に
係
る
補
償

は
地
下
の
使
用
に
対
し
土
地
の
利
用
が
妨
げ
ら

れ
る
程
度
に
応
じ
て
補
償
し
、
使
用
が
長
期
に

わ
た
る
時
は
一
時
払
い
を
し
て
補
償
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。
土
地
の
利
用
が
妨

げ
ら
れ
る
程
度
と
は
、
立
体
利
用
阻
害
率
に
基

づ
き
判
断
す
る
。
つ
ま
り
、
土
地
の
所
有
権
全

休
の
利
用
価
値
を
立
体
的
に
土
地
の
上
下
に
配

分
し
て
地
下
（
空
間
）
の
使
用
に
伴
っ
て
構
築

物
が
占
有
す
る
部
分
の
占
有
阻
害
と
、
構
築
物

を
保
全
す
る
目
的
で
荷
重
制
限
を
加
え
、
土
地

の
使
用
に
制
限
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず

る
阻
害
部
分
の
価
値
を
適
正
に
補
償
す
る
こ
と

で
あ
る
。

②
―
道
路
下
に
ト
ン
ネ
ル
を
掘
る
に
は

　
地
方
鉄
道
法
に
準
拠
し
て
建
設
し
て
い
る
本

市
地
下
鉄
を
道
路
下
に
布
設
す
る
た
め
に
は
、

同
法
第
四
条
「
地
方
鉄
道
ハ
之
ヲ
道
路
二
布
設

ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
但
シ
己
ム
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
場

合
二
於
テ
主
務
大
臣
ノ
許
可
ヲ
受
ケ
タ
ル
ト
キ

ハ
此
ノ
限
リ
ニ
在
ラ
ス
」
に
よ
る
建
設
大
臣
の

許
可
を
必
要
と
す
る
。

〈
五
十
嵐
＝
交
通
局
高
速
鉄
道
建
設
部
工
事
課

工
事
第
一
係
長
／
臼
居
＝
用
地
課
主
査
／
一
沢

＝
同
主
査
〉
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